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2025 年度年次報告書の発行にあたって 

 

 

東京経済大学地域連携センター（TKU Center for Regional Collaboration：略称 CRC）は、本学の社会 

貢献および産官学民連携の窓口、ならびにそれらを促進していくための機関として設置されたものです。

2015 年度に本学 1 号館 2 階に専用オフィスを開設し、専任職員および臨時職員による常駐体制を維持して

います。当センターの運営を審議する機関として、地域連携センター運営委員会が設置されています。  

本学の地域社会への貢献としては、市民の生涯学習などでは長い歴史がありますが、2004 年 10 月、大

学の社会貢献の方針をより明確にし、地域課題の解決をめざす研究や学生の地域参加を一層促進するた

め、国分寺市と国分寺市商工会および本学の三者の相互協力・連携による「東京経済大学・国分寺地域連

携推進協議会」を結成しました。同協定に基づいて、まちづくりにかかわる共同研究やシンポジウムなどの開

催、ゼミやサークル単位での地域活性化事業・地域参加、「地域インターンシップ」や「学生の地域貢献」とい

うユニークな授業運営などに取り組んできています。また、地域金融機関とは包括連携協定を締結し、それ

に基づいた共同研究やアイデアコンテスト、あるいは金融機関からの助成金を活用した地域活性化事業の

展開など、さまざまな連携が進んでいます。 

当センターは、大学にお寄せいただく地域社会からのニーズやご相談を受けとめ、それらを学内に適切に

つないで連携を実現していく窓口として日常的に機能しています。加えて、学内諸団体（ゼミ、サークル等）

が地域参加に足を踏み出す後押しとして、各種活動支援や活動費の助成制度による支援等も行っていま

す。当センターから生まれたまちづくり学生団体（こくスマ！）は、学内最大規模のボランティアサークルとな

り、地域においても大きな役割を担っています。 

2025 年度は、当センター主催で「国分寺地域通貨『ぶんじ』と映画『ロマンチック金銭感覚』上映」をテーマ

にフォーラムを開催し、大変好評を博しました。また、今年度国分寺市役所が移転してくる大きな環境変化を

迎えた西国分寺駅周辺においては、こくスマ！と JR、地域金融機関が連携した「ほっとスポットにしこくプロジ

ェクト」として、「にしこくスマイルステーション」イベントが始まるなど、西国分寺駅周辺活性化が今後のひとつ

の焦点になりそうな気配です。前年度、地域連携をテーマに掲げ再スタートした「地域連携スチューデントア

ワード」では、本学の学生らが多数活躍し、優秀な成績を収めています。そのほかの多くの取り組みについて

も、本報告書でご覧いただけるでしょう。 

とりわけ学生の地域参加というのは、大学にとってキャンパスを越えて地域社会という第二の「学びの場」を

いただく意義があります。学生らはそこで、机上学習とは異なる実践的なスキルや課題解決能力を身につ

け、一回りも二回りも成長していきます。 

社会と大学とのパートナーシップをさらに強化し、社会の期待に応えられる大学としての責任を果たせるよ

う、当センターとしても最大限努力を続けて参ります。引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

         2026 年 3 月  

地域連携センター運営委員長 

尾崎 寛直（経済学部教授） 
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Ⅰ．地域連携センター 

 
１．事務体制 

地域連携センター（TKU Center for Regional Collaboration：略称 CRC）は、2015 年 11 月から 

1 号館 2階にオフィスを構えて窓口業務を開始しました。常駐職員 2名体制で、外部機関等及び本学 

教職員・学生からの情報収集並びに双方への情報発信、シンポジウム、フォーラム、研究会などの 

準備･運営、本学教職員･学生の地域連携･社会貢献活動への支援を行っています。地域連携センター 

には、地域連携に係るミーティングや作業を行う会議・作業スペースが併設されています。 

 

 窓口時間：原則として、土･日･祝日を除く授業実施期間中の 9：00～17：00 

 ＵＲＬ：https://www.tku.ac.jp/renkei/area-center/ 

 

①管理業務 

・地域連携センターの鍵・物品・資料等の管理 

・予算管理 

・文書管理 

・備品等の調達 

・オフィスの整理 

 

②委員会等事務 

・地域連携センター運営委員会 

・東京経済大学・国分寺地域連携推進協議会 

・東京経済大学・国分寺地域連携推進協議会運営委員会 

・国分寺地域インターンシップ・学生地域参加実施委員会 

・その他、東京経済大学・国分寺地域連携推進協議会に係る委員会 

 

③外部機関との連携窓口 

 ・国分寺市 

・国分寺市商工会 

・多摩信用金庫 

・西武信用金庫 

・地域の企業、団体及び市民 

  

④学内での窓口業務 

・教職員への地域イベントや地域ボランティアの案内 

・地域活動を行うゼミ・サークル等への地域情報の案内、全学生への地域情報提供 

・他部署との連携・調整 

 

⑤事務作業 

・地域イベントの準備・運営（シンポジウム、フォーラムなど） 

・掲示物、看板等の作成・管理 

・地域情報収集、教職員・学生の地域連携・社会貢献活動の発信 
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案内看板（1 号館 1 階エレベーター前）             掲示板（地域連携センター前） 

 

 

         

  
       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付窓口・事務室                               地域連携センター入口  

                
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

    

【室内スペース小】応接コーナー 兼 特命講師相談ブース     【室内スペース大】会議･作業スペース 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域連携センター外観 
            

                                                            小展示スペース（地域連携センター前） 
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地域連携センター使用に関する内規 

 

（目的） 

第1条 この内規は、東京経済大学地域連携センター規程第2条に基づき、地域連携及び産学連携を目的とした

地域連携センター（以下「センター」という。）の使用に関し、必要な事項を定める。 

（管理） 

第2条 センターの管理は、地域連携センター運営委員会の下、総合企画部総合企画課が行う。 

（使用範囲） 

第3条 センターの設備等の使用範囲は、次の各号のとおりとする。 

(1) 作業･ミーティング用テーブル 

(2) 打合せブース 

(3) 書庫（資料等保管用） 

(4) 物品収納スペース 

(5) 備付けの文房具 

（使用資格） 

第4条 センターの使用資格は、次の各号の者とする。 

(1) 本学の教職員 

(2) 本学の学生 

(3) 本学が許可した者 

（使用日時） 

第5条 センターの使用は、原則として土･日･祝日を除く授業実施期間中の午前9時から午後5時までとする。その

ほかの日時での使用に関しては、必要に応じて個別に対応する。 

（使用手続） 

第6条 センターの設備等を使用する際は、センター窓口で申請の上、許可を得るものとする。 

第3条第1号及び第2号について、複数のグループから同日･同時間帯での使用申請があった場合は、 

申請順に使用を認める。10名以上で使用する場合には、あらかじめ日時･人数･目的等を申し出て予約す

ることができる。 

（使用心得） 

第7条 センターの使用に当たって、使用者は次の各号を遵守しなければならない。 

(1) 室内での飲食･喫煙禁止 

(2) 室内での騒音及び携帯電話･スマートフォン通話禁止 

(3) 機器･備品･物品等の室外持ち出し禁止 

(4) 第1条に規定する目的以外の使用禁止 

(5) その他、公序良俗に反する行為の禁止 

(6) 整理整頓に心がけ、使用した機器･備品･物品等は元の状態・場所に戻すこと 
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(7) 室内を清潔に保ち、使用後は清掃を行うこと 

(8) 教職員の指示に従うこと 

 

 使用者は、前項に規定する義務を怠り、故意又は重大な過失により設備･備品等に損害を生じさせた場合

は、その損害を弁償しなければならない。 

（使用禁止） 

第8条 次の各号に該当する者には、センターの使用を禁止し使用中でも使用を中止させることがある。 

(1) センターの秩序を乱し、又は他人に迷惑を及ぼす行為をした者 

(2) 教職員の指示に従わない者 

（賠償義務） 

第9条 使用者の責に帰すべき事由により設備等に損害を与えた場合は、本学が損害額を認定し使用者が負担

するものとする。ただし、本学がやむを得ないと認めた場合はこの限りでない。 

（改廃） 

第10条 この規程の改廃は、地域連携センター運営委員会及び大学運営会議の議を経て学長が行う。 

付 則 

 この規程は、2015年（平成27年）11月26日から施行する。 
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２．事業報告 

 
（１）事業方針 

 

2026 年度事業方針 

 

 

 

1．2025 年度までの事業の概要 

本学に専任職員を配置した地域連携センター（略称 CRC）が設立されて、丸 10 年が経過した。

2004 年 10 月に国分寺市、国分寺市商工会、本学の三者が中心となり「東京経済大学･国分寺地域連

携推進協議会」（以下、協議会）を結成して以来、本学では教育･研究の各分野において国分寺地域

の企業･行政･地域諸団体とより一層の連携事業を推進してきたが、 2015 年度からは CRC が常設の

窓口として学外の諸機関と学内（ゼミ・サークル、学生・教職員）をつなぐ役割を担うこととな

り、各方面への連携の機能が強化されている。 

また、地域連携支援担当の特命教員 1名の採 用（2017 年度～）により、地元の企業や商店会、

行政等と連携してさまざまなプロジェク トを実現する特別ゼミ（「実社会における問題解決力を鍛

える」）の開講など、正課授業との連動をさらに強化しながら、学生の地域参加の機会を多彩に広

げることが可能となった。2020 年以来の「コロナ・パンデミック」よる行動制限等により、学生の

地域参加の機会が失われていた状況も、2024 年度にはほぼ制限前の状態に回復し、地域での各種イ

ベントも対面による全面再開にこぎ着けている。 

学生支援の面では、CRC が支援している国分寺地域を基盤にしたまちづくり学生団体「こくス

マ！」によるシティ・セールス活動、および公認サークル「ボランティアサークル Clover」が、い

ずれもコロナ前の活動の水準に戻るとともに新規の取り組みにも着手しており、活発な活動を展開

している。また、同じく支援している「SDGs 学生委員会」（2022 年度発足）も、地域企業･諸団体

との連携からさらに健康づくりを担う製薬企業などへ連携の幅を広げている。 

協議会においては、地域連携フォーラムや国分寺地域産業研究委員会主催の研究会を通じて、グ

リーントランスフォーメーションによる脱炭素地域戦略の連携事業を進めてきたほか、定住外国人

やインバウンドの増加にともなう政策について検討を進めてきた。 

地域連携センター主催のフォーラム（2025 年 11 月）では、「国分寺地域通貨『ぶんじ』と映画

『ロマンチック金銭感覚』」をテーマに、映画上映とコミュニティ経済における地域通貨の可能性

についての論議を行い、多くの参加者を得て成功裏に終了した。本テーマは次年度以降も継続的な

取り組みとして期待される。 

さらに、都市づくりや地域のまちづくりを多様な主体の連携によって進めていく公民連携のシン

クタンクとして「国分寺アーバンデザインセンター」が、2025 年末にキックオフシンポジウムを開

催するに至った。2026 年度からの本格的な始動に向けて組織体制・事業運営の準備が進められてお

り、CRC 運営委員長が同センター副代表として、運営に参画していくことになる。 

以上のように、2025 年度は各連携事業がコロナ前の水準を超え、今後継続的に展開する新たな取

り組みが芽吹いた年になったといえるだろう。 
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2．2026 年度事業方針 

CRC の事業は、これまで位置づけてきた、①地域活性化等に貢献する協働事業の拡大、②地域社

会の課題解決等をめざした研究・交流の促進、③学内外への情報発信、④SDGs 実現に向けた取り組

みの推進、という 4本の柱を堅持して活動の基本とする。 

①については、地域活性化等の課題に学生･教職員が関わっていくことは、大学教育・研究の両面

にとって大きな意義を有する。とくに学生にとっては、地域課題にリアルに接することで、主体的

な学びの姿勢が促され、問題解決のための思考力や実践的スキルなどを磨くことができる。そのた

めにも協働事業の拡大を進め、学生サークル等への組織的支援の強化が必要である。 

②については、大学の知的資源を基礎に地域社会の抱える課題に貢献していくことは、社会的責

任であり、大学に対する社会からの信頼を高めていく上でも不可欠である。大学は「地域シンクタ

ンク」として知的資源･アイデアの提供や人材の育成などの役割を期待されていることを自覚し、行

動していく必要がある。 

③については、学外からのニーズを取り込み、学内からの参加者を増やす上できわめて重要で あ

る。グループウェア、TKU ポータルなどの連絡手段に加えて、ソーシャルメディアや動画の配信な

ども活用しながら、効果的に学生・教職員に届けることが必要である。 

④については、環境保護･社会的包摂･経済成長の統合をめざす SDGs 実現のための活動は、社会連

携を進めていく上での共通の目標でもあり、CRC の事業目的と重なるところである。CRC が各主体の

パートナーシップ関係を構築する役割を果たすなど、求められる役割は大きい。その意味で、SDGs

学生委員会の活動支援や産官学民の SDGs を軸とした連携事業の拡大が求められる。 

 

以上の柱に沿った取り組みを進めることを前提に、2026 年度のトピックとなる新規事業等を含め

た課題を列挙する。 

（１） 新たな連携事業の展開とフォーラムの開催 

これまで継続してきた連携事業に加えて、新たに検討されている事業を紹介する。 

・地域音楽イベント「こくフェス」との連携による「荒川ケンタウロス」の“ホームカミン

グ”コンサートを地域連携センターのフォーラムとして開催（本学卒業生らが結成し、メ

ジャーデビューした荒川ケンタウロス。国分寺市観光大使も務める同バンドを初めて母校

でのコンサートに招聘する） 

・国分寺地域でコミュニティビジネスを幅広く展開する企業との連携したフォーラムの開催

（カフェ業界で幅広い支持を集めるクルミドコーヒーなどを展開する（株）フェスティナ 

  レンテと連携し、地域通貨をはじめとした今後の地域発のビジネス展開を考える） 

・「こくベジ」ブランド誕生 10 年を迎えた今後の都市農業の維持可能性に関するフォーラ

ムの開催（東京経済大学・国分寺地域地域連携推進協議会のフォーラムとして検討中） 

 

（２） 組織再編に向けた検討 

東京経済大学第 3次中期計画（2026 年度から 2030 年度まで）のなかで、現在の学内部署の

再編にあわせた地域連携・社会連携の業務拡張が検討されている。こうした再編にともなう

課題の整理を 2026 年度中に実施していく。  

 

 

以上 



9 

（２）行事一覧 
 

①委員会 

開催日時 内  容 

2025. 4.28 東京経済大学・国分寺地域連携推進協議会 第 30 回協議会運営委員会 

2025. 5.14 2025 年度 第 1 回地域連携センター運営委員会 

2025. 5.26 第 24 回 東京経済大学・国分寺地域連携推進協議会   

2025. 7.4 第 37 回 国分寺地域総合学習委員会 

2025.10.28 2025 年度 第 1 回国分寺地域産業研究委員会 主催研究会 

2025.11.5 2025 年度 第 2 回地域連携センター運営委員会 

2025.11.19 2025 年度 地域インターンシップ成果報告会 

2025.12. 9 2025 年度 学生の地域貢献 活動報告会 

2026. 3.17 第 38 回 国分寺地域総合学習委員会  

2026.3.19 2025 年度 第 3 回地域連携センター運営委員会 

2026. 3.25 2025 年度 第 2 回国分寺地域産業研究委員会 主催研究会 

2026. 3.26 地域インターンシップ・学生地域参加実施委員会 

 

②シンポジウム、イベント他 

開催日時 内  容 

2025.10.24 西武信用金庫「地域連携スチューデントアワード 2025」 中間発表会 （オンライン） 

2025.10.31～

11/2 
第 126 回 葵祭 

2025.11.15 地域連携センター主催フォーラム 国分寺地域通貨「ぶんじ」と映画『ロマンチック金銭感覚』 

2025.11.26 東京経済大学国分寺移転８０周年記念プレイベント 地域住民対象国分寺キャンパス見学会 

2025.11.27 2025 年度第１回 CRC Café   「2025 年度 SDGs 学生委員会 活動報告」 

2025.12. 4 
2025 年度 東京経済大学 SDGｓシンポジウム  

「外国ルーツの子どもたちと地域の未来 ～地域で広げる支援の輪～」 

2025.12. 5 西武信用金庫「地域連携スチューデントアワード 2025」 本選  
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（３）地域連携センター利用状況 

 

【会議･作業スペース月別利用数】 

  学 生：尾崎寛直ゼミ、鈴木恒雄ゼミ、鈴木恒雄特別ゼミ、こくスマ！、SDGs 学生委員会、 

          落語研究会、茶道研究会、栗田健一ゼミ、葵祭実行委員会 他 
 

    学外者：国分寺市（経済課、市政戦略室、まちづくり推進課、まちづくり計画課、市史編纂室、 

協働コミュニティ課）、並木図書館、こくぶんじ観光まちづくり協会、西武信用金庫、  

多摩信用金庫、東京ガス、三井住友銀行 他 

 

 

 

 

 

 

※第 1 学期及び夏季休暇期間は、コロナ禍で利用不可 
 

 

 

 

 
【時間別来室者数（職員を除く）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ※第 1 学期及び夏季休暇期間は、コロナ禍で窓口閉室 
 
 
 
 
 
 
  

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
件数 13 13 16 13 1 9 12 13 10 8 1 6
人数 154 95 95 74 2 39 68 88 58 43 4 33
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（４）情報発信 

 

①大学ホームページへのニュース掲載 

年月日 タ イ ト ル 

2025. 4. 5 新たな門出を迎える 2025 年度入学式を挙行 

2025. 4.10 2025 年度も Welcome light up!を実施 

2025.6.13 福祉施設と連携しキャンパスでクッキー販売会 －福祉を経済学の視点で学ぶ尾崎寛直ゼミ 

2025.7.7 「隠れ我慢」を東経大生が考える ～SDGs 学生委員会「#OneMoreChoice（ワンモアチョイス）プロジェクト」研修会 

2025.9.5 国分寺市と府中市の魅力を SNS で紹介 ～マチアソビ vlog 風動画プロジェクト 

2025.9.24 SDGs 学生委員会が国分寺市社協から感謝状 ～大学祭での地元野菜メニューの売上を寄付 

2025.11.6 １１月１５日（土）地域連携センター主催フォーラム 国分寺地域通貨「ぶんじ」と映画『ロマンチック金銭感覚』 

2025.11.21 ランチが世界を救う！？ ～小木ゼミ考案の TFT ランチ 期間限定で生協食堂に登場 

2025.11.27 
地域通貨を通じたまちづくりとは？ ～地域連携センター主催フォーラム 国分寺地域通貨「ぶんじ」と映画『ロマ

ンチック金銭感覚』 

2025.12.5 【SDGs シンポジウム開催報告】 「居場所」から学習支援へ ～海外ルーツの子どもを地域で支えるには？ 

2025.12.8 【速報】経営学部 小木紀親教授ゼミが最優秀賞を受賞！ ～2025 年度地域連携スチューデントアワード 

2025.12.22 学生と人権コーディネーターのコラボ企画「生理を知ることは、相手を想うこと〜生理のこと、もっと“普通”に話そう〜」が開催 

2026.1.6 【ゼミ活動】学生発！地域協働で描く新しい街歩き — あきる野の今と昔を紡ぐ『ものがたりスタンプラリー』 

2026.1.7 東京経済大学 SDGs 学生委員会×セレオ国分寺のコラボ 廃材からクリスマスグッズを製作！〜SDGs クリスマスワークショップを開催 

2026.1.8 【メディア掲載】教育情報サイト「リセマム」で、経済学部・鈴木恒雄ゼミの地域連携プロジェクトが紹介 

2026.2.12 【地域貢献】こくスマ！と SDGs 学生委員会が国分寺市社会福祉協議会へ活動収益を寄付 

 

 
②TKU ポータル（学生向け）、サイボウズ掲示板（教職員向け）での情報発信 

年月日 カテゴリー タ イ ト ル 
2025．4.2 その他 地域活動費助成 2024 年度「国分寺周辺地域活動」企画の募集について 

2025．4.3 その他 
立川商工会議所環境コミュニティ特別委員会 主催 「第 7 回立川プレゼンプロジェクト」

募集のご案内 

2025．4.9 鈴木特別ゼミ×こくスマ！情報 Welcome light up!開催のお知らせ 

2025．4.9 国分寺地域情報 「2025 アンビー祭 in 武蔵国分寺跡」開催のお知らせ 

2025．4.9 SDGｓ学生委員会 SDGｓ学生委員会新規メンバー募集について 

2025．4.9 国分寺地域情報 「令和７年国勢調査にかかる統計調査員」募集のお知らせ 

2025．4.15 国分寺地域情報 「国分寺市子ども・子育て会議委員募集」のお知らせ 

2025．4.22 国分寺地域情報 「こくフェス 2025」開催のお知らせ 

2025. 4.23 その他 
2025 年度「地域連携スチューデントアワード」参加チーム募集のご案内（西武信用金庫連携 

事業） 

2025．4.24 尾崎ゼミ情報 ともしび班 第 1 回クッキー販売会のお知らせ 
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2025．5.15 尾崎ゼミ情報 泰山木班 第 1 回手作りパン等販売会のお知らせ 

2025．5.15 国分寺地域情報 男女共同参画週間 講座「この服、だれの服？」開催のご案内 

2025．5.26 国分寺地域情報 
体験型フェスティバル「国分寺タイムトラベル～過去と未来が交差する旅へ～」開催

のご案内 

2025．5.28 鈴木特別ゼミ情報 「東経大名物パン開発プロジェクト」アンケートご協力のお願い 

2025．5.30 その他 こくスマ！「2025 年度葵祭フリーマーケット出品物ご提供のお願い」 

2025．6.9 尾崎ゼミ情報 泰山木班 第 2 回手作りパン等販売会のお知らせ 

2025．6.11 尾崎ゼミ情報 どーむ太陽班 第 1 回販売会のお知らせ 

2025．6.12 尾崎ゼミ情報 ともしび班 第 2 回クッキー販売会のお知らせ 

2025．6.17 尾崎ゼミ情報 泰山木班 第 2 回手作りパン等販売会・詳細のお知らせ 

2025．6.26 SDGs 学生委員会 株式会社ツムラをお招きしたワークショップへの参加募集のお知らせ 

2025．6.30 国分寺地域情報 2025 夏体験ボランティアの説明会および体験申込のご案内 

2025．6.30 国分寺地域情報 国分寺市ふるさと文化財愛護ボランティア養成講座のご案内 

2025．7.4 鈴木特別ゼミ情報 「東経大名物パン開発プロジェクト」前期アンケート結果報告 

2025．7.4 尾崎ゼミ情報 泰山木班 第 3 回手作りパン等販売会のお知らせ 

2025．7.10 こくスマ！情報 地域の魅力・動画配信開始のお知らせ 

2025．7.11 尾崎ゼミ情報 ともしび班 第 3 回クッキー販売会のお知らせ 

2025．7.16 尾崎ゼミ情報 泰山木班 第 3 回手作りパン等販売会・詳細のお知らせ 

2025．7.31 国分寺地域情報 地域連携講座「第 14 回 市民のための契約法講座」開講のお知らせ 

2025．8.1 鈴木ゼミ情報 第 8 回 国分寺お店大賞～キラリ個性 ピカリ個店 2025～投票開始 

2025．8.19 多摩地域情報 「TAMA INNOVATION IDEA CAMPUS」開催のお知らせ 

2025．8.27 多摩地域情報 
me:rise 立川アントレプレナーシップセミナー「起業家精神はどこから生まれるのか？」

開催のご案内 

2025．9.19 鈴木ゼミ情報 立川南口ワンダーランド開催のお知らせ 

2025．9.19 尾崎ゼミ情報 どーむ太陽班 第 2 回販売会のお知らせ 

2025．10.2 尾崎ゼミ情報 泰山木班 第 4 回手作りパン等販売会のお知らせ 

2025．10.8 栗田ゼミ情報 オリジナルレトルトカレー販売会 開催のお知らせ 

2025．10.8 地域連携センター 
2025 年度地域連携センター主催フォーラム 国分寺地域通貨「ぶんじ」と映画『ロマ

ンチック金銭感覚』 開催のお知らせ 

2025．10.8 その他 こくスマ！「2025 年度葵祭フリーマーケット出品物ご提供のお願い」（再） 

2025．10.14 鈴木特別ゼミ情報 「パン総選挙」投票へのご協力のお願い 

2025．10.14 国分寺地域情報 真姿弁財天ご開帳・真姿音楽祭 開催のお知らせ 

2025．10.21 国分寺地域情報 第 9 回ぶんじハロウィン開催のお知らせ 

2025．10.23 鈴木特別ゼミ×こくスマ！情報 秋を味わうライトアップ企画 第 1 弾 

2025．10.28 国分寺地域情報 「国分寺まつり」開催のお知らせ 

2025．11.4 国分寺地域情報 「ぶんぶんウォーク」開催のお知らせ 
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2025．11.6 国分寺地域情報 写真コンクール開催のお知らせ 

2025．11.7 鈴木特別ゼミ情報 キィニョン東経大店との新作コラボパン 販売開始のお知らせ 

2025．11.10 尾崎ゼミ情報 泰山木班 第 5 回手作りパン等販売会のお知らせ 

2025．11.14 その他 地域連携センターお昼休み講座 2025 年度 第 1 回「CRC カフェ」開催のお知らせ 

2025．11.15 鈴木特別ゼミ情報 「PAN PEACE～あなたの一口が物語のピースになる～」開催のお知らせ 

2025．11.19 国分寺地域情報 「こくカレ博覧会」開催のお知らせ 

2025．11.20 国分寺地域情報 「ぶんぶんウォーク」開催のお知らせ 

2025．12.1 尾崎ゼミ情報 尾崎ゼミ×泰山木 「シュトーレン予約販売」のお知らせ 

2025．12.3 鈴木特別ゼミ情報 
「キィニョン東経大店 認知度調査・新作コラボパンに関するアンケート」ご協力のお

願い 

2025．12.8 尾崎ゼミ情報 ともしび班 第 4 回クッキー販売会のお知らせ 

2025.12.16 尾崎ゼミ情報 泰山木班 第 6 回販売会のお知らせ 

2025.12.16 国分寺地域情報 アーバンデザインセンター国分寺 キックオフシンポジウム 開催のお知らせ 

2025.12.16 国分寺地域情報 葵名人会開催のお知らせ 

2025.12.18 国分寺地域情報 「第 11 回 国分寺の未来を考えるシンポジウム」 開催のお知らせ 

2025.12.19 国分寺地域情報 被災地ボランティア活動体験談募集について 

2025.12.19 国分寺地域情報 「国分寺・府中マチアソビ vlog 風動画」配信企画 参加者募集のご案内 

2025.12.22 国分寺地域情報 市史編さん歴史講演会 開催のお知らせ 

2026. 1.27 鈴木特別ゼミ情報 「キィニョン東経大店 認知度調査・新作コラボパンに関するアンケート」結果報告 

2026.2.10 SDGs 学生委員会 生理や PMS（月経前症候群）についてのアンケートご協力のお願い 

2026.2.16 その他 【地域連携推進協議会】2025 年度第２回 国分寺地域産業研究委員会主催研究会 開催 

2026.3.5 多摩地域情報 小金井市「きた包括防災講座」開催のお知らせ 

2026.3.10 国分寺地域情報 「史跡武蔵国分寺跡 桜ライトアップ」開催のお知らせ 

2026.3.10 国分寺地域情報 「桜デジタルスタンプラリー」開催のお知らせ 

2026.3.18 こくスマ！情報 「にしこくスマイルステーション」開催のお知らせ 

2026.3.25 地域連携センター 
地域連携センター✕こくフェス実行委員会 共同主催公演 荒川ケンタウロス 東経

大ライブ「ホームカミング」開催のお知らせ 

 

 

③X(@tku_crc)での情報発信  

年月日 内  容 

2025. 4. 1 入学式が行われました 

2025. 4. 2 新歓活動開始、キャンパスには学生たちのにぎやかな声が響き心地よく感じられます 

2025. 4. 4 満開の桜咲くキャンパスではオリエンテーションや新歓活動がおこなわれています 

2025. 4. 7 
国分寺を紹介する音声番組「国分寺レイディオ」第 3 シーズン「国分寺ミュージック Dig!」を大学 Web サイトに  

アップ 

2025. 4. 9 Welcome light up! 開催 

2025. 4. 30 今年も 5 月 10 日(土)、11 日(日) こくフェスが開催されます 
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2025. 5. 16 障害者団体と共に就労支援を行う尾崎ゼミと NPO 法人泰山木のパンとスイーツの今年度第１回販売会を開催 

2025. 6. 11 西武信用金庫「地域みらいプロジェクト」助成金をいただきました 

2025. 6. 19 
6/19 尾崎ゼミ・どーむ太陽班による第 1 回販売会開催 

焼き菓子や色鮮やかな革製品や組紐が並び、多くの人たちが足を止めていました 

2025. 6. 20 6/20 尾崎ゼミ・泰山木班が第 2 回手作りパン販売会を開催、今年初登場のチーズケーキはすぐに売り切れ 

2025. 6. 25 
6/25 から鈴木特別ゼミパンプロチームが love so スコーンを開催 キィニョン東経大店の人気スコーン 3 種とメロ

ンパンの販売イベントです 

2025. 7. 15 7/15 尾崎ゼミ・ともしび班が第 3 回販売会を開催 

2025. 7. 18 7/18 尾崎ゼミ・泰山木班が第 3 回パンとスイーツ販売会を開催  

2025. 8. 1 第 8 回国分寺お店大賞投票が開始 お店大賞は国分寺市商工会主催、鈴木ゼミが協働して活動しています 

2025. 8. 6 8/6 オープンキャンパス開催日 猛暑ですがたくさんの方々が来校されています 

2025. 9. 19 9/18 から新学期が始まり、葵陵会館入口に葵祭（10/31～11/2）の懸垂幕が掲出 

2025. 9. 25 9/25 尾崎ゼミ・どーむ太陽班による第 2 回販売会開催 今回から PayPay 支払いが可能になりました 

2025. 10. 8 地域連携センター主催フォーラム 国分寺地域通貨「ぶんじ」と映画『ロマンチック金銭感覚』 を 11/15 に開催 

2025. 10. 17 10/17 尾崎ゼミ・泰山木班の第 4 回パンとスイーツ販売会開催 カボチャあんぱんは開始 15 分で完売 

2025. 10. 23 新次郎池ライトアップが 10/22 より始まる 

2025. 10. 24 11/17～12/7 に開催の今年の「こくめし」のキャラクターは「コロ･ジャスティス」 

2025. 10. 28 11/15 に開催する地域連携センター主催フォーラムの受付を開始 

2025. 10. 29 地域連携センター主催フォーラムの目的紹介 

2025. 10. 30 フォーラム情報：上映映画『ロマンチック金銭感覚』の紹介① 

2025. 10. 31 鈴木ゼミ・立川班が「諏訪の森マーケット」に「たちモンカード」「立川かるた」のブースを出店 

2025. 10. 31 地域住民対象 国分寺キャンパス見学会を 11/26 に開催 

2025. 10. 31 フォーラム情報：上映映画『ロマンチック金銭感覚』の上映日時と場所 

2025. 10. 31 葵祭が始まります 茶道研究会が復活します 

2025. 11. 4 葵祭が終了 こくスマ！によるフリマの売上金は国分寺市社会福祉協議会に寄付します 

2025. 11. 4 フォーラム情報：上映映画『ロマンチック金銭感覚』の紹介② 

2025. 11. 4 11/26 開催「地域住民対象 国分寺キャンパス見学会」の内容紹介 

2025. 11. 5 フォーラム情報：国分寺地域通貨「ぶんじ」は「お金」なのですがメッセージカードでもあります 

2025. 11. 6 フォーラム情報：今回のフォーラムは、「ぶんぶんウォーク」へつなげるプレイベントでもあります 

2025. 11. 7 11/21 よりぶんぶんウォーク開催 こくスマ！が「国分寺かるた・缶バッチづくりのワークショップで参加 

2025. 11. 11 フォーラム情報：開催まであと 4 日 地域通貨やまちづくりに関心をお持ちの方はぜひお越しください 

2025. 11. 13 鈴木特別ゼミとこくスマによる秋のライトアップ第 2 弾が 11/12～11/25 まで開催 

2025. 11. 14 フォーラム情報：明日 11/15（土）開催！地域連携センター主催フォーラム 

2025. 11. 17 
鈴木特別ゼミ×国分寺市商工会による学生発フードイベント「こくめし」が、本日（11/17）から開催 

今年度の共通テーマは「コロッケ」、市内 17 の個性溢れるお店が参加 

2025. 11. 18 11/15 開催の地域連携センター主催フォーラムにご参加いただきましたみなさま、ありがとうございました 
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2025. 11. 18 東京経済大学とこくぶんじ観光まちづくり協会は｢地域住民対象 国分寺キャンパス見学会｣を 11/26(水)に開催 

2025. 11. 19 11/19(水)･20(木)、鈴木特別ゼミ・パンプロチームが『PAN PEACE～あなたの一口が物語のピースになる～』を開催中 

2025. 11. 20 11/19 「地域インターンシップ（正課授業）」成果報告会を進一層館１階ホールで開催 

2025. 11. 20 11/26 開催 ｢地域住民対象 国分寺キャンパス見学会｣ 現在受付中 

2025. 11. 21 11/21 尾崎ゼミ・泰山木班が第5 回パンとスイーツ販売会を開催 

2025. 11. 25 鈴木特別ゼミ×こくスマ！による秋のライトアップ第二弾、イチョウ並木ライトアップは今日（11/25）まで 

2025. 11. 26 
11/17（月）～こくめし始まる 

参加 17 店舗でこくめしメニューの注文で各店先着 30 名様にオリジナル 3 色ボールペンをプレゼント 

2025. 11. 27 11/26 キャンパス見学会を開催 ご参加くださいましたみなさん、ありがとうございました 

2025. 11. 27 11/27 お昼休み講座「CRC カフェ」開催 SDGs 学生委員会が活動報告を発表 

2025. 12. 3 
12/3 人権委員会主催イベント「生理のこと、もっと”普通”に話そう～生理を知ることは相手を大切に想うこと～」

開催 

2025. 12. 4 「こくめし」イベント終了まであと 4 日 3 店舗分のスタンプで食事券が当たる抽選会に参加できます 

2025. 12. 4 「こくめし」に参加の「コロッケの丸愛」さんの「ローストビーフコロッケ」をいただきました 

2025. 12. 8 
12/5 開催｢地域連携スチューデントアワード｣(西武信用金庫主催、出場 4 大学 8 チーム)で､本学｢チームワンダースプ

ーン｣(経営学部 小木紀親ゼミ)が最優秀賞を受賞 

2025. 12. 9 
12/9、2025 年度「学生の地域貢献」活動報告会が進一層館１階ホールで開催 

地域ボランティア活動を通じて「地域を学ぶ」「地域から学ぶ」ことを目的とした授業の報告会です 

2025. 12. 16 12/20 に落語研究会「葵名人会」を今年も開催 

2025. 12. 19 12/19 尾崎ゼミ・泰山木班が今年度最後となる第 6 回販売会開催 クリスマス限定のシュトーレンは大好評 

2025. 12. 19 国分寺市は多摩 26 市初のアーバンデザインセンター設立に向けてのキックオフシンポジウムを 12/23 に開催 

2026.1.16 
鈴木恒雄ゼミ×あきる野商工会(協力:あきる野市)が、地域に受け継がれる商店の歴史と人の営みを家族で楽し

めるスタンプラリー企画 「あきる野ものがたり ときめぐり地圖」 を 1/17 から開催 

2026.2.6 地域連携センター前メディカルボックスの展示が「国分寺と音楽」から「ブックタウン国分寺」へ 

2026.2.6 
まちづくり学生団体「こくスマ！」が地域イベントのワークショップ等の売上金合計 67,900 円を、SDGs 学生委員

会が葵祭模擬店でのこくベジスイーツ販売売上金 21,560 円を、国分寺市社会福祉協議会へ寄付 

2026.3.17 3/20～4/5 午後 6 時～8 時 30 分まで「史跡武蔵国分寺跡 ～桜ライトアップ～」開催 

2026.3.17 ｢桜ライトアップ｣の期間中、3/28 「史跡桜まつり with AnnBee」が開催され、こくスマ！も参加 

2026.3.19 3/21(土) 「こくスマ！」主催による「にしこくスマイルステーション」が西国分寺駅改札外自由通路で開催 

2026.3.23 本日（3/23）は卒業式です 卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます 

2026.3.26 
5/9(土)に国分寺市観光大使を務めるロック・バンド荒川ケンタウロスによるスペシャル・アコースティック・ライブ 

開催 

2026.3.31 荒川ケンタウロス 東経大ライブ “ホームカミング”は、明日(4/1)から申込受付開始 

 

④メディア掲載 

年月日 内   容 

2026. 1. 6 
鈴木恒雄ゼミが、あきる野商工会、あきる野市との協働で1/17～開催する、地域に受け継がれてきた商店の歴史と人の営

みを家族で楽しめるスタンプラリー企画「あきる野ものがたり ときめぐり地圖 」について、教育情報サイト ReseMom(リ

セマム)に掲載 
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⑤展示パネルでの情報発信  

地域連携センター内外の掲示板に、学生の活動の様子を中心にパネルにまとめて展示しました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥モニターを使用した動画による活動紹介 

地域連携センター入口横に設置し、動画を使って活動紹介をおこないました。 

 

⑦「国分寺を知るためのブックガイド」 

地域連携センター前で国分寺市内の図書館、書店・古書店、書籍等を紹介する展示をおこないまし

た。 
 

展示日 タイトル 展示したもの 

2026. 2. 5～ ブックタウン国分寺 

長野まゆみ『野川』、大岡昇平『武蔵野夫人』、竹中直人『少々おむづか

りのご様子』、村上春樹『村上朝日堂』、椎名誠『さらば国分寺書店のオ

ババ』、藤森照信『タンポポ・ハウスのできるまで』、黒井千次『たまらん坂』

他 国分寺に関係する書籍等や、国分寺駅周辺の図書館、書店・古書店

マップなどを展示 

 

 

 

 

 

 

 

⑦国分寺の図書館、書店、書籍を紹介 ⑥動画による活動紹介 
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（５）地域連携センター運営委員会 

開催日時・場所 議 題 

第１回 

2025. 5.14 

 

東京経済大学 

321 研究集会室 

 
【審議事項】 

1. 2025 年度「国分寺周辺地域活動費」助成企画の選考について 

2. 2025 年度「学生の社会貢献活動に対する助成金」企画の選考について 

3. 2025 年度自己点検・評価について 

4. ぶんぶんウォーク実行委員会からの協賛金増額依頼文書について 

5. その他 

【報告事項】 

1. 東京経済大学・国分寺地域連携推進協議会について 

2. 地域連携センター主催フォーラムについて  

3. 西武信用金庫「地域みらいプロジェクト」について 

4. 2025 年度のイベント等について  

5. 東京経済大学 SDGs ロードマップについて 

6. 各委員報告 

7. その他 
 

第 2回 

2025.11.5 

 

東京経済大学 

321 研究集会室 

 
【審議事項】 

1. 2026 年度地域連携センター予算要求について 

2. 地域みらいプロジェクト（西武信用金庫寄付金）の使途について        

3. 地域連携センター主催フォーラムの詳細について  

4. 2026 年度荒川ケンタウロス公演の開催について 

5. その他 

【報告事項】 

1. 私立大学等改革総合支援事業「タイプ３（地域社会への貢献）」について   

2. 西武信用金庫連携事業「地域連携スチューデントアワード」について     

3. 2025 年前半の地域活動及び後半の予定について           

4. 2025 年度「ぶんぶんウォーク」の開催について              

5. SDGs シンポジウムの開催について 

6. 地域住民を対象としたキャンパス見学イベントの開催について                      

7. 国分寺市のアーバンデザインセンター設置について 

8. 各委員報告 

9. その他 ①CRC カフェの開催について ②その他 
 

第 3回 

2026. 3.19 

 

東京経済大学 

331 研究集会室 

 
【審議事項】 

1. 2026 年度事業方針について                        

2. 2026 年度「国分寺周辺地域活動費」助成企画の募集について      

3. 2026 年度「学生の社会貢献活動助成金」企画の募集について       

4.その他 

【報告事項】 

1. 2025 年度国分寺周辺地域活動実施報告                  

2. 2025 年度学生の社会貢献活動に対する助成実施報告            

3．2025 年度「地域連携スチューデントアワード」結果報告         

4. 地域連携支援特命講師の 2025 年度特命業務報告             

5. 2025 年度自己点検・評価について                    

6. 2025 年度年次報告書について 7. 2026 年度予算について                    

8. 地域みらいプロジェクト（西武信用金庫寄付金）について           

9. 2026 年度ぶんじコンシェルジュ事業に関する協定について          

10.こくスマ！2025 年度活動報告について  

11.2026 年度の連携予定事業について 

12．国分寺地域産業研究委員会主催研究会の開催について                           

13．2026 年度地域連携協議会フォーラムの開催について  

14.その他 ①地域連携センター運営委員の交代について 

          ②「にしこくおみやげプロジェクト」の JR 東日本 地域共創アワード受賞について 
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（６）特命講師の活動実績 

経済学部 特命講師 鈴木 恒雄 
 

令和 7 年度 特命業務の活動実績報告 

 

地域連携センター業務の一環として地域へ本学の学生を送り出し、実学の場を提供すると共に、地域

における本学の存在価値の向上を図ることを目的とする。学生が街づくりサポーターとして地域で能動

的に活動できるよう構築したプラットフォーム組織「グリーンプライド」を軸足とし、まちづくり学生

団体「こくスマ！」を中心に下記のとおり公益性に資する活動を推進した。 

 
記 

 
1．「グリーンプライド」における地域活動 

（１）国分寺市案内所における「ぶんじコンシェルジュ」活動 

平日の 17時～19 時、国分寺市案内所にこくスマ！の学生が常駐し、

駅周辺の店舗や施設を案内した。 

ただし、大学の長期休暇期間中における学生シフトを改善すべく、休

暇月の前に当該期間中のシフトを作成することで活動休止期間を設ける

ことなく、通年運営することができた。当該期間以外は、鈴木特別ゼミ

生を中心にシフトを組むことで、課題であった平時の稼働率を平準化さ

せ、年間を通して 172 人（ATM 利用者除く）にご利用いただいた。 

 

（２）「ぶんじコンシェルジュ」基礎研修の開催 

当活動に先立ち、当コンシェルジュの認定者をこくスマ！から輩出するため、5月 21 日に対面でぶ

んじコンシェルジュ研修と認定式を開催した。42名の新入部員が参加し、こくぶんじ観光まちづくり

協会の前会長である星野氏による講義を拝聴した。修了した 42名が「ぶんじコンシェルジュ」として

認定された。 

 

 

 

 

 

 

（３）「ぶんじマルシェ」活動協力 

国分寺駅北口にある商店会連合会が年間を通して主催するイベント「総称：ぶんじマルシェ」では、4

月 6日に「ぶんじ花まつり」、10月 26 日に「ぶんじハロウィン」が開催された。これら活動に対応す

るため、ボランティアサークル clover に商店会との窓口となるぶんじマルシェ担当幹部を新設し、双方 

向コミュニケーションの円滑化を図った。この結果、「ぶんじ花まつり」では約 10名、「ぶんじハロ 

ぶんじコンシェルジュ
研修の風景 
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ウィン」においては約 20名の clover 部員が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．こくスマ！による地域活動 

（１）「こくフェス」の開催と新入部員視察研修 

  国分寺市内の音楽イベント「こくフェス」の開催にこくスマ！も参画した。開催にあたり、当実行

委員会に参画し、出店企画の提案を行った。開催日 5月 10日、11 日は、市内に点在する公共施設を

音楽会場とする他、こくスマ！では、回誘客を対象とした「紙コップマラカスとペットボトル太鼓作

りワークショップ」を西国分寺駅改札口にて催した。ブースには数多くの家族連れが訪れ、2日間で

延べ 52 名の子供達が参加し、5,200 円の売上を計上した。 

  当イベントに合わせ、新入部員による市内名所の視察研修を組み込んだ。約 20名の新入部員が西国

分寺駅の周辺に点在する史跡公園、お鷹の道、姿見の池など視察し、まちづくりの歴史的な背景を学

んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「にしこくスマイルステーション」①の開催 

西国分寺駅や西武信用金庫とこくスマ!による協働プロジェクト「ほっとスポットにしこくプロジェ

クト」の第 2弾となる「にしこくスマイルステーション」を 6月 8日に西国分寺駅改札前にて開催し

ぶ
ん
じ
花
ま
つ
り 

ぶ
ん
じ
ハ
ロ
ウ

ン 

ブースの様子 参加者 視察研修 
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た。地域生活者に西国分寺の魅力を周知してもらうため、定期会議の中で学生が出店内容を企画、提

案している。今回は、「にしこく探検クイズ」や「オリジナル缶バッジ作りワークショップ」を出店

した。西国分寺駅において、学生が製作したポスターの駅構内掲出や駅構内放送によりイベント周知

に協力していただいた。49 名の親子連れが参加し、売上 4,900 円を計上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ポスター                にしこく探検クイズ                 参加者 

 

（３）葵祭における地域枠へ参加 

第 126 回葵祭（11月 1日、2日）では、葵陵会館 1、2階フロアを地域枠として葵祭実行委員会か

ら間借りし、活発な地域活動している団体の出展に限定したエリアを創出。こくスマ！では、フリー

マーケットに加え、ゲームを催した。本学教職員に向けて不要になった未使用品の回収を呼びかけ、

多数の掘り出し物を陳列することができた。アミューズメント要素として、1回 100 円の射的などの

ゲームも催し、家族連れに人気を博した。葵祭におけるブースでは、売上 42,400 円を計上した。しか

し、フリーマーケットの出品数は減少傾向にあり、新たな未使用品の回収手段を検討していく必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）国分寺まつりへの参加 

  今年度の国分寺まつりは 11 月 2 日に開催された。こくスマ！はこくぶんじ観光まちづくり協会の

ブースにて、新企画である「国分寺かるた」遊びを出店した。これは、国分寺の地域資源をかるたと

フリーマーケット 

ゲームブース 
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して、こくぶんじ観光まちづくり協会監修の下、学生達が製作した。地域の子供達に国分寺の地域資

源を再認識してもらうこと狙い、学生と子供達による早取り対戦型のゲームを開発した。1回 100 円

で対戦し、学生に勝利すると、オリジナルの国分寺マスター缶バッジを進呈した。当日は多数の親子

連れが立ち寄り、延べ 70名が対戦に参加し、7,000 円の売上を計上した。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）「ぶんぶんうぉーく」へ参加 

こくぶんじ観光まちづくり協会とこくスマ！の共同企画として、「ぶんぶんうぉーく」に 11月 24

日、cocobunji セミナールームにてブース出店した。国分寺まつりで盛況だった国分寺カルタ対戦を

催しつつ、国分寺の魅力発信及び「ぶんじコンシェルジュ」の認知度向上を図った。ファミリー層を

中心とした 48名の参加者を集め、4,800 円の売上を計上した。 

 

 

 

 

 

 

（６）「にしこくスマイルステーション」②の開催 

6 月 8日に催した「にしこくスマイルステーション」の 2回目を 3月 21 日に

開催。1回目の反省点を踏まえ、JR や西武信用金庫の職員と会議を重ね、市内

事業者の廃材やペットボトルキャップを利用した「“エコ”なオリジナルキー

ホルダーづくり」ワークショップやオリジナル缶バッジ販売を実施。家族連れ

によるワークショップ参加者 26 名、缶バッジ販売 24個を販売し、合計 5,000

円の収益を計上した。なお、当イベントで得た収益金は、次年度の寄付金へ繰

り越す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブースの様子 

ブースの様子 参加した子供たち 

ブースの様子 


